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 平成２８年６月１日（水）神奈川県横浜市の横浜市開港記念会館に
おいて、「第２８回防衛問題セミナー」を開催しました。 
 今回のセミナーは、防衛ジャーナリストの桜林美佐氏を講師として
お招きし、『防衛装備移転三原則について』をテーマに、防衛装備に
関わる企業の方々に対し、『武器輸出の今後』について講演していた
だきました。 

講師：防衛ジャーナリスト 
   桜林 美佐 氏 

 桜林講師から、武器輸出・装備移転については、国のイニシアチブ
のもと、それに各企業が参加することが必要であること、また、今後、
容易なものから始めて事例を積み上げていくほうがよいということな
どについてお話がありました。 
  
 講演後、聴講者から 
 ・現時点で装備移転、基盤維持における課題を理解できた。 
  （５０代男性） 
 ・海外で戦略的受注を行うには企業のPRなどが必要であるが、それ 
  以上に政府からのスピード感あるバックアップが必要ではないか  
  と改めて感じた。（２０代男性） 
という多くの感想が寄せられました。 
  
 南関東防衛局では､防衛省の諸施策や自衛隊の活動について､より多
くの方々に理解していただけるよう､今後も防衛問題セミナーを開催
していく予定です。  
   
 

 桜林講師からは、武器輸出・装備移転については、国がイニシアチブ
を発揮し、企業が追随するかたちであることが必要との説明がありまし
た。 
 最近の装備移転で注目されたオーストラリアの潜水艦受注については、
日本は、手続きを踏んで進めたので、ロビー活動など素早い対応をして
いたドイツ、フランスに遅れたが、官民で認識の統一が十分図られず、
国内世論的にもなかなら理解されていなかったとのお話がありました。
そして、武器輸出・装備移転についてはもっとソフト、容易なものから
始められるべきものはあると思うので、やりやすい事例を積み上げてい
くほうがよいのではないかとのお話がありました。 
  

      当日の会場の様子  


